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業務継続

②防災拠点と
しての安全生

整備方針

事業費

既存建物耐用年数

将来建替

移転に伴う費用
ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ

計画の自由度

①市民の利便性

③経済性

④まちづくりと
の整合性

⑤事業の実現性

耐震性

高齢者来庁アクセス

周辺地区活性化
仮庁舎･移転費削減

赤枠：デメリット
青枠：メリット

計画制限

自動車利便性

災害からの安全性

用地取得費

○

公共交通機関利便性

本庁舎機能の移転影響

事業費

庁舎の耐震化

現用地

Ａ耐震改修 Ｃ既存公共施設
の活用

Ｂ新築建替

移転

既存公共用地 新用地

既存耐震
改修

【Ａ１案】 【Ｂ１案】 【Ｂ２案】 【Ｂ３案】 【Ｃ案】

旧輪島中学校
健康ふれあい広場

本庁舎 本庁舎
文化会館

耐震性のある
教育施設

新消防署前など

計画地

本庁舎

概算
事業費 19億円 21億円 39億円 40億円 35億円44億円

実質市負担額→ 3億円 3億円 17億円 17億円 19億円 15億円

緊急防災・減災事業債

合併特例債

公共施設等適正管理事業債

輪島市公共施設等総合整備基金
財源

※赤文字H33.3発行期限（繰越H34.3まで）

緊急防災・減
災事業債

○

Ｂ新築建替 Ｃ既存公共施設
の活用

24億円～

※文化会館は30年程度の耐用年数が残されていることから、
ホール棟については大規模改修を行い、事務所棟は耐震を含
めた改修により長寿命化を図る

※現本庁舎を必要最低限の耐震化を図り,既存庁舎前
方に防災拠点となりうる庁舎を増築する

32億円～

（Ｓ４８建設）

（Ｓ５６建設）

既存耐震改
修＋防災拠
点庁舎増築

【Ａ２案】

文化会館の耐震化

Ａ耐震改修

整備方針

概算事業費

駐車場確保


